


要約:早産の大きな原因である前期破水(pretermPROM)につき、その管理方法と予後につき

検討を行った。プロムフェンス使用により、在胎日数はコントロール(4.2 日)より有意

(11.1 日)に延長した。ヘルペス感染症の一例を除き出生後の児の重症感染症例はなかっ

た。PROM の原因として絨毛羊膜炎が最も考えられるが母体の感染徴候は児の感染を反映

していなかった。プロムフェンスによる PROM の管理は有効であると思われるが、児の感

染の評価法が今後の課題と考えられる。


